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１　今年度の最終評価について

　（１）学習指導

　

　（２）生徒指導

　（３）進路指導

　（４）業務改善

2　説明・公表について

　　 （１）教育方針がかなりレベルアップし、施設・設備も充実してきた。

　　 （２）学校の情報発信にもっと努めてほしい。

3　学校運営への提言

　   （２）学校評価の生徒へのフィードバックを行うことによって、生徒からよいアイ

　　　    デアが出るのではないか。

・これからも様々な機会を捉えて、保護者や地域へ更なる
情報発信を行いたい。また、内容の充実にも努めたい。

　   （１）成人年齢18歳を踏まえ、主権者教育の充実に努めてほしい。 ・教科だけではなく、学校教育全体を通して主権者教育の
充実に努めたい。
・生徒の意見も幅広く反映できるよう生徒会等との意見交
換の機会を設けたい。
・保護者・中学校への説明会や体験入学、情報発信の充
実を図る。

　   （３）学校存続のためにも、学校の魅力を発信し入学者数の確保に努めてほしい。

　 身だしなみ指導での再指導の数が減少していることは良いことで
あるので継続してほしい。退学者がかなり減少している。今後も協会
会員が見回りを行うので協力していきたい。、コロナ禍での制限は
あったが、昨年よりは行事に参加できる機会が増えたことは良かっ
た。交通マナーについても引き続き、加害者にも被害者にもならない
ように指導していってほしい。

・基本的生活習慣の確立に努めるとともに、安全教育にも
全教職員で取り組んでいきたい。学校行事等について
は、中止にするのではなく、工夫を凝らしてできるだけ開
催できる方向で取り組んでいきたい。
・善悪の判断ができるように、厳しくも優しい目を持って、
生徒指導に努めていきたい。

　 進学においては、国立大学合格をはじめ第１志望校合格を達成す
ることができた。就職については、コロナ禍の状況の中、学校斡旋に
ついては、全員内定、就職希望者の水産・海洋・食品系分野への就
職が70％であり、目標が到達できている。

・面接指導の開始時期を早めるとともに、就業体験などの
体験活動の機会を拡大する。
・応募前見学を勧め、地元中心に学科の特性を生かせる
事業所への関心を高めさせる。
・担任との面談に加え、各科での指導も充実させたい。

　多くの職員が有給休暇を取得することができたが、まだまだ遅くま
で勤務している教職員もいると思われる。来年度以降も継続して、働
き方改革に取り組んでいく必要がある。

・校務支援システムの活用を推進し、一人一人の教職員
への声かけ、意識の向上を図る。
・メンタルヘルスの向上に一層力を入れ、教職員が心身と
もに充実した職場づくりを行う。

　 家庭学習時間については、考査中については２時間以上である
が、平日、休日も含めて１日平均２時間以上の目標達成に向けて取
り組んでほしい。基礎学力充実のための校内テストは、80点以上の

生徒40％以上を目標にしている。昨年度と比較して、漢字が８回→８
回、英単語が６回→４回、計算力５回→６回となっている。さらに頑
張ってほしい。図書委員が本の魅力を紹介するなど工夫をして、本を
読む生徒を増やしてほしい。

・家庭学習時間の少ない生徒の原因を把握し、担任が家
庭と連絡を取りながら改善に努め、一人１台端末も活用し
ながら粘り強く指導を継続していく。
・資格取得のための学習など、指導に工夫を凝らし、生徒
の興味・関心を喚起する。
・１年次から読書の習慣化がはかれるよう図書館の充実
を図り、図書館を利用した授業やホームルーム活動等
で、本に触れる機会を増やしていく。
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